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新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
も
家
族
と
も
ど
も

ご
健
勝
に
て
新
年
を
お
迎
え
に
な
っ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
一
年
間
を
振
り
返
っ
て
見
ま
す
と
、
大
き
な

ニ
ュ
ー
ス
が
幾
つ
も
あ
り
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
三
年
経
過
し
て
も
増
減
を
繰
り

返
し
年
末
に
は
第
八
波
に
入
る
な
ど
、
未
だ
に
収
束
の
見
通

し
が
つ
か
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
海
外
で
は
、
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵
攻
し
て

十
ヶ
月
を
経
過
し
ま
し
た
が
、
こ
ち
ら
も
、
未
だ
に
終
息
の

メ
ド
が
つ
か
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
二
つ
の
影
響
で
世
界
経
済
は
大
打
撃
を
受
け
、
国
民

生
活
に
欠
か
せ
な
い
石
油
類
や
食
料
品
を
始
め
諸
々
の
物
価

の
値
上
が
り
を
招
き
国
民
生
活
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
内
で
は
参
議
院
の
選
挙
運
動
で
演
説
中
の
安
倍

元
総
理
が
暴
漢
に
襲
わ
れ
て
射
殺
さ
れ
る
と
い
う
シ
ョ
ッ
キ

ン
グ
な
事
件
が
発
生
し
、
そ
の
原
因
が
「
旧
統
一
教
会
」
と

言
う
宗
教
団
体
が
霊
感
商
法
で
信
者
か
ら
多
額
の
献
金
を
さ

せ
て
い
て
家
庭
崩
壊
を
招
い
て
い
た
こ
と
が
発
覚
、
こ
の
宗

教
団
体
と
安
倍
元
総
理
が
深
い
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が

露
見
さ
れ
ま
し
た
。

　

更
に
現
職
の
大
臣
も
関
与
し
て
い
て
辞
職
に
追
い
込
ま
れ

た
ほ
か
、
多
数
の
国
会
議
員
や
地
方
議
員
ま
で
も
関
与
し
て

い
て
大
き
な
社
会
問
題
と
な
り
、
そ
の
防
止
策
を
巡
り
与
野

党
が
国
会
で
数
日
間
に
亘
り
議
論
し
て
年
末
に
入
り
よ
う
や

く
立
法
化
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

　

一
方
、
秋
田
県
地
方
で
は
、
八
月
の
大
雨
と
洪
水
に
よ
る

大
災
害
で
田
畑
が
大
き
な
被
害
を
受
け
、
稲
作
を
始
め
当
地

方
特
産
の
ネ
ギ
な
ど
の
農
産
物
が
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け

ま
し
た
。
ま
た
Ｊ
Ｒ
奥
羽
線
や
五
能
線
・
花
輪
線
・
内
陸
線

な
ど
も
被
害
を
受
け
て
そ
の
災
害
復
旧
が
年
末
ま
で
か
か
り
、

こ
の
程
よ
う
や
く
開
通
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

に
国
内
外
で
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が
多
か
っ
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
は
、
サ
ッ
カ
ー
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
で
、
こ
れ
ま
で
過
去
四
回
優
勝
の
ド
イ
ツ
と
対
戦
し
日
本

が
勝
利
し
た
こ
と
、
し
か
し
残
念
な
が
ら
８
強
に
ま
で
は
手

が
届
か
ず
世
界
の
壁
は
厚
か
っ
た
と
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

森
林
組
合
関
係
で
は
、
皆
伐
後
の
再
造
林
に
対
し
て
所
有

者
負
担
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
他
県
よ
り
も
新
植
率
が
遅
れ

て
い
た
当
県
で
も
、
四
年
度
か
ら
再
造
林
を
す
る
所
有
者
に

一
ha
に
つ
き
十
五
万
円
を
助
成
す
る
こ
と
を
決
定
、
こ
れ
に

呼
応
し
て
森
林
組
合
や
林
業
関
係
等
十
一
団
体
で
も
一
ha
に

つ
き
八
万
円
を
助
成
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
で

森
林
所
有
者
は
自
己
負
担
「
ゼ
ロ
」
で
植
林
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
皆
伐
面
積
の
四
分
の
一
程

度
し
か
再
造
林
し
て
こ
な
か
っ
た
秋
田
県
の
新
植
面
積
も
大

幅
に
進
む
も
の
と
期
待
を
し
て
い
ま
す
。

　

終
わ
り
に
な
り
ま
す
が
、
四
年
度
の
当
組
合
の
事
業
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
は
十
二
月
末
現
在
、
計
画
し
て
い
る
事
業

量
の
大
半
は
順
調
に
推
移
し
て
い
る
の
で
、
ほ
ぼ
例
年
並
み

の
実
績
は
確
保
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
三
か
月
間
は
冬
期
の
厳
し
い
季
節
で
は
あ
り
ま
す

が
、
役
職
員
一
同
安
全
第
一
で
頑
張
り
ま
す
の
で
組
合
員
の

皆
さ
ん
の
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
年
頭
の
挨
拶
と
し

ま
す
。

年
頭
に
あ
た
り

代
表
理
事
組
合
長
　
金
　
野
　
忠
　
德

謹
ん
で
新
春
の

　
ご
あ
い
さ
つ

申
し
上
げ
ま
す

令
和
五
年
一
月白

神
森
林
組
合

代
表
理
事
組
合
長
　

金　

野　

忠　

德

副
組
合
長
理
事
　

金　

平　

練　

一

副
組
合
長
理
事
　

近　

藤　
　
　

貢

理
　

事
　

佐
々
木　

靖　

夫

理
　

事
　

本　

庄　
　
　

毅

理
　

事
　

中　

嶋　

英　

雄

理
　

事
　

小
山
内　

一　

郎

理
　

事
　

鈴　

木　

敬　

一

理
　

事
　

小
山
内　

重　

正

理
　

事
　

石　

山　

金　

由

理
　

事
　

畠　

山　

育　

良

理
　

事
　

佐
々
木　

徳　

行

理
　

事
　

須　

合　

勝　

治

理
　

事
　

藤　

田　
　
　

定

理
　

事
　

川　

上　

義　

英

代

表

監

事
　

田　

村　

利　

満

監

事
　

佐
々
木　

修　

司

監

事
　

佐　

藤　

髙　

志
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～令和４年度より再造林への支援が拡充されました～

　白神森林組合では、上記補助金の他、組合員の皆様には組合独自の助成金（最大８万円／ha）
を活用して、自己負担ゼロを目標に取り組んでおります。

　国と県による造林補助金に加え、市町村等による支援があり、令和４年度からは
新たに県の助成金と業界団体からの支援があります。

※1 上記の支援内容は令和４年度４月時点での内容です。
※2 森林経営計画の作成が必要となりますので、あきた造林マイスターヘ相談してください。
※3 市町村支援は７～32%（R4.3月）となっています 。森林所在地での支援内容は、市町村へ確認してください。
※4 業界団体で組織する「秋田県再造林推進協議会」で支援します。

助成

５万円／haを助成
秋田県再造林
推進協議会

造林地集積促進事業フロー

※協議会経由

秋田県

③再造林等を実施
林業経営体

（あきた造林マイスター）

①再造林の働きかけ

②再造林・下刈り・管理の委託（10年）
森林所有者

造林地集積促進事業「森林所有者支援」

【独自支援】
３万円／haを支援

植栽・保育の事業費への支援

再造林の取組への支援：造林地集積促進事業 県（5万円／ha）、業界団体（3万円／ha※4）

造林補助金（68%※2）、市町村支援（平均12%※3）など

佐藤大会会長挨拶

壇上で発表する石田参事 30年勤続表彰を受賞する杉澤支所長

秋田県森林組合大会第66回
　

令
和
四
年
十
一
月
十
七
日
（
木
）

秋
田
テ
ル
サ
（
秋
田
市
御
所
野
）

に
お
い
て
第
66
回
秋
田
県
森
林
組

合
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

森
林
組
合
職
員
永
年
勤
続
者

（
三
〇
年
勤
続
）
と
し
て
加
藤
正

樹
、
杉
澤
和
久
の
二
名
、
優
良
現

場
技
能
者
と
し
て
豊
澤
竜
臣
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
議
題
と
し
て
一
．林
業
の

持
続
的
展
開
と
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
へ
の
貢
献
に
よ
る
「
グ

リ
ー
ン
成
長
」
の
実
現
、
二
．県

産
材
供
給
拡
大
に
向
け
た
対
策
の

推
進
、
三
．森
林
組
合
系
統
再
造

林
５
５
０
運
動
の
展
開
（
五
年
間

で
再
造
林
五
〇
％
を
実
現
）
の
三

つ
の
議
案
が
満
場
の
拍
手
を
も
っ

て
採
択
さ
れ
、
最
後
に
行
わ
れ
た

優
良
組
合
事
例
発
表
で
は
当
組
合

参
事
の
石
田
豊
紀
が
「
造
林
事
業

へ
の
取
組
み
」
と
題
し
て
戦
後
か

ら
現
在
、
こ
れ
か
ら
の
造
林
事
業

に
つ
い
て
発
表
し
盛
会
裡
に
終
了

し
ま
し
た
。
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　（TEL 0185－54－9300・FAX 0185－54－9302）

地区座談会の開催について

※時間はいずれも　午後３：00～午後４：30　座談会
　　　　　　　　　午後４：30～午後６：00　懇親会

※ 各会場とも先着50名以内の参加といたします。また、当日はマスクの着用、アルコール消毒、検温
の実施にご協力をお願いいたします。37.5℃以上の熱のある方は参加を控えていただきますのでご
了承ください。

※新型コロナウイルス感染症拡大時には急遽中止とする場合がありますので、ご承知おきください。

白神森林組合　R4年度　座談会参加申込票

　組合員の皆様におかれましては、日頃から本組合事業の推進について特段の
ご理解ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。
　下記日程により地区座談会を開催しますので、たくさんの組合員のご参加を
お待ちしております。なお、今年度は座談会終了後の懇親会をご用意しており
ますので、下記の参加申込票にご記入の上、FAXまたは支所へ持参していただ
くか、本所へ電話にて申し込みをお願いいたします。

お知らせ

開　　　催　　　日 開　　催　　会　　場 対　　象　　地　　区
令和５年１月25日（水） 森岳温泉ホテル 三 種 地 区 全 域
令和５年２月１日（水） 壱ノ座 二 ツ 井 地 区 全 域
令和５年２月３日（金） ホテルゆとりあ藤里 藤 里 地 区 全 域
令和５年２月８日（水） ハタハタ館 八 峰 地 区 全 域
令和５年２月10日（金） プラザ都 能 代 地 区 全 域

日 程 表

令和４年度

住　　所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

氏　　名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

電話番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

参加地区：　　　　　　　　　　　　　地区　　　 ※組合記入欄

組合員コード：　　　　　　　　　　　

申込締切日：令和５年１月18日（水）まで

・座 談 会
・懇 親 会

に参加します。
※準備の都合上、○で囲んでください。
（両方参加の場合は両方に○をしてください）
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